2018年度　やずや食と健康助成研究　研究計画調書

【チャレンジ部門】
★作成前にこちらをご参照ください。⇒こちらをクリック　　　　　　　　 作成日：　　　　　　　　
更新日：　　　　　　　　
	整理番号（記入しないこと）
	



	テーマ
	1）食と生活習慣　　　2）食育など食の教育

3）健康の歴史・文化　4）その他（食と健康に関すること全般）
	※該当するテーマの
番号を記入

	研究課題名
	

	要約
※150字以内
	

	研　　　　　究　　　　　者
	フリガナ
氏　　名
	　　　　　　　　　　　　　
	年齢
	歳
	性　別
	

	
	
	
	
	
	職　業
	

	
	連絡先
	名 称
	

	
	
	住 所
	〒
電　話（　　　　）　　　　－　　　　

	
	e-mail
	

	
	所属学会等
	

	共
同

研

究

者
	フリガナ
氏　名
	所属機関名・学部名・役職など

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	本研究課題における
論文作成・投稿予定
(本人が筆頭著者となり得るもの)
	1）あり　　　　2）なし
	※該当する番号を
記入

	＜略歴＞


	過去５年間に
参加された

学会や研究会
	

	当研究所を
知った

きっかけ
	1)帰属機関にあるポスターや連絡網を見て
2)インターネット検索をして（検索ﾜｰﾄﾞ：　　　　　　）

3)学会等の案内を見て（団体名：　　　　　　　　　　） 　

4)助成金のWEBサイトを見て（サイト名　　　　　　　）

5)教授・教官・上司にすすめられて（関係性：　　　　　　　　　　） 

6)先輩や友人にすすめられて（関係性：　　　　　　　　）
その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	※数字を記入。

2～6はカッコ内も記入すること。

	希望する
助成金額
(総額)
	（　　　　　）万円　　※助成年限にかかわらず上限50万円まで　

※複数年にわたる場合は、それぞれの年度に見合った額にて各年毎に支払を行う。

※【研究助成費の使用内訳詳細】の応募経費合計の額に応じて支給。
	※希望金額を記入

	希望する
助成年限
	1)  1年間　　　　　2)  2年間 　
	※希望年限の

番号を記入

	応募した
きっかけ
	

	チャレンジ部門についてどのように感じましたか？
ご意見・ご感想・ご要望などがあればご記載ください。
	


	【実施目的】１．構造化要約
本欄には、目的と計画の要約を1,000字以内で明確に記入してください。
複数年にわたる助成研究を希望する場合は、【方法】と【予想される結果】について、研究全体に加えて

年度ごとの【方法】と【予想される結果】も簡潔に記入してください。
※文字数が1000字を超えるものに関しては、助成研究の対象外となるため必ず字数を厳守すること。


	【背景】…約200文字程度
【目的】…約200文字程度
【方法】…約300文字程度
全体
1年目
2年目
【予想される結果】…約200文字程度
全体
1年目
2年目


	【実施目的】２．計画および方法
　本欄には、計画および手段・方法を時系列に沿って具体的に記入してください。
1 実施計画に相手方の同意・協力や社会的コンセンサスを必要とする場合には、関係者の人権及び個人の利益の保護のために
講じる対策・措置状況について具体的に記入してください。
②　この課題について、これまで研究・実践活動を行っていれば、その過程（成果を含む）や準備状況等についても説明してください。
③　具体的に研究を実施する場所や設備等は確保されているのか（あるいはその必要はないのか）など、応募する実施計画を遂行
するための環境についても説明してください。
④　企業の職員については、業として行う研究との相違点についても説明してください。
⑤　複数年にわたる助成研究を希望する場合は、全体に加えて年度ごとについても研究の流れを考慮して記入してください。


	全体
1年目
2年目



（注）実施目的・計画が複数頁になる場合は追加しても構いません。
（注）希望の助成期間に合わせてご記入ください。不要な年次は削除して頂いてかまいません。
	【研究業績（論文）】
　本欄には、過去５年間に発表した研究成果（論文）のうち、本研究に関連するものを選定して記入して
ください。ただし、下記①、②の記入を必須とし、発表年次を現在から過去にさかのぼり、通し番号を
付して記入してください。なお、多数ある場合には原著論文を優先して記入してください。
1 研究代表者名・発表者名
2 発表論文名・著書名等（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、

最初と最後の頁、発表年(西暦)について記入してください）
※以上の各項目が記載されていれば、項目の順序を入れ替えても可。
※研究代表者には二重下線、研究分担者には一重下線、連携研究者には点線の下線を付けてください。
※発表者名が3人以上の場合は、最初の3人（申請者が4人目以後の場合は、最初の3人に加えて申請者も）について記入してください。この場合は、総員数と申請者の掲載順（何人目か）についても記入してください。
※学術誌への投稿中の論文を記入する場合は、掲載が決定しているものに限ります。

	


（注）研究業績が特に無い場合、記入の必要はありません。

	【研究助成費の使用内訳詳細】
本欄には、前述した研究目的・方法を踏まえ、研究経費の妥当性・必要性・積算根拠について記述してください。また、全体の研究経費の9割を超える場合や各費目内で特に大きな割合を占める経費がある場合には、当該経費の必要性（内訳等）を記述してください。なお、経費に関しては出来るだけ詳細に記入し、助成が複数年にわたる場合は年度ごとに費用を記載してください。

（注）複数年の助成の場合は、年度ごとに支払を行うため、必ず年度ごとの費用を記載すること

（注）旅費、パソコン購入費・機器購入費に関しては、申請課題に必要不可欠なものに限ります。

（注）成果発表のための旅費は、国内に限り総額10万円を上限とします。海外への旅費は経費に認められません。

（注）研究遂行に不要な物品（食品・設備備品等）の購入は認めておりません。あらかじめご了承ください。
（注）研究助成費の予算案には、論文作成における校正費用や投稿費は含まないでください。

　　　※やずや食と健康研究所の助成を受けて投稿された論文が受理された場合には、別途「論文支援金」をお贈りいたします。

	応募経費合計
	　　　　　　　円
	

	使　　　　　用　　　　　内　　　　　訳

	設備備品費
	消耗品費
	旅　　費
（上限合計10万円）
	謝　　金
	そ　の　他

	　　　　円
	　　　　円
	　　　　円
	　　　　円
	　　　　円

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


注）希望の助成期間に合わせてご記入ください。不要な年次は削除して頂いてもかまいません。

★ご提出前に、こちらを確認のうえ内容に問題がないかご確認をお願いいたします。⇒こちらをクリック
(注)必要な場合は行を追加してください。また、共同研究者がいない場合は空欄のままで構いません。





（注）希望の助成期間に合わせてご記入ください。不要な年次は削除して頂いてかまいません。








１年目





２年目
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